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国立新美術館の特色と魅力

国立新美術館の魅力としては、まず建物が

斬新であること、そして「入りやすさ」がある

と思います。カフェやレストランがあります

し、都心で六本木ですから、美術に関心がな

い人にも、ちょっと行ってみようかなという

気持ちを起こさせる。それに、今開催してい

る、野田裕示さんの展覧会のように現代美術

の企画展もあれば、3月からのセザンヌ展の

ような新聞社やテレビ局との共催企画展も

あって、大変魅力的な美術館だと思います。

それに日展などの各種公募展も常に開催さ

れていて、これもこの美術館の大きな特徴で

す。新美術館は、21世紀の文化発信拠点とな

ることが期待される場所だと思っています。

日本は観光立国と言っていますが、中国や

シンガポールなどのアジア諸国や欧米諸国と

比べると、海外からの旅行者の数は本当に少

ないんです。フランスやイタリアやアメリカ

など欧米の国々は年間約数千万人の観光客が

来るわけで、中国は約5千万、東南アジアの

主要な国も約2千万ですが、日本は600万から

800万人の間を行き来していて、1千万の大台

になかなかのらない。それにはいろいろな外

在的・内在的要因がありますが、日本、とく

に東京には、世界の人々に「あそこは絶対に

行ってみたい」と思わせるような文化的施設

がないんです。もちろん、さまざまな内容の

充実した文化施設は存在しますが、ざっと考

えても北京には故宮博物院、パリにはルーヴ

ル美術館、ロンドンには大英博物館、ニュー

ヨークにはメトロポリタン美術館がある。こ

れは世界の人々が一度は訪れてみたいと思っ

ている文化の場所でしょう。そういう文化施

設が東京にも必要ですし、国立新美術館はユ

ニークな文化施設として、ここは必ず行って

みたいと世界の人々に思わせるような場所に

なる可能性を秘めていると思います。

美術館の社会的役割

国立新美術館は5周年を迎えたところで、

ようやく基礎が固まってきたわけですから、

これからは次なる飛躍に向けていろいろなア

イディアを出し合って目玉となるような企

画を持つことが大事です。また単にアートや

文化ということだけでなく、社会的な存在と

して主張していくことも必要だと思います。

美術館が存在することが人々の誇りになり、

時々立ち寄ってアートとともに静かな憩いの

時間を過ごす空間となるのが理想です。

また、魅力的なミュージアム・グッズの開

発も大事です。僕はアメリカに行くと、お土

産に何を買えばよいか困るのですが、MoMA

やメトロポリタン美術館は、所蔵品を使った

ものだけでなく、デザインのよい小物グッズ

が沢山あるので、それをお土産にすると、と

ても喜ばれる。また、アメリカだと、観光バ

スツアーのコースに大学や美術館が入ってい

ることが多い。観光客は大学や美術館を訪れ

て、さまざまなグッズも求める。大学や美術

館がそういう意味でも社会的な存在なんです

ね。今、日本はとくにアジアからの観光客が

非常に多いですから、国立新美術館も、アジ

アからの観光バスツアーの訪問先に必ず入れ

てもらうといいと思います。

アジア諸国の美術政策と、国立新美術館の将来

欧・米諸国は言うに及ばず、今はアジアの

国々で美術館・博物館の建設ラッシュがはじ

まっています。文化施設を作ることの大き

な意味に、ようやくアジア諸国も気づき始

めた。僕は、21世紀になって「東アジア現代

文化圏」が形成されつつあると言っているの

ですが、そのなかで美術館・博物館の役割に

は、非常に大きなものがあると思います。ア

ジアでは20世紀は日本がその先進的な役割

をもっていましたが、お手本とするのはヨー

ロッパやアメリカの文化施設だったのが、21

世紀になってアジア諸国が文化の力に目覚め

てきて、とくに北京や上海、香港、ソウル、シ

ンガポール、そして東京といった大都市が、

経済力だけでなく文化の力においても競争す

るような状況が生れています。

数年前、北京の天安門広場の隣に、国家大

劇院という巨大な複合劇場施設ができて、そ

こには世界の芸術家が公演にくるようになっ

た。先般も、そのチケット売り場をのぞいた

らプログラムに、イタリアのピアニストのマ

ウリツィオ・ポリーニの公演が出ていました。

たしか東京公演の後だったと思います。以前

はポリーニのようなアーティストは、アジア

では日本ぐらいしか公演に来なかったので

す。シンガポールには2000年にエスプラネー

ドというオペラハウスとコンサートホールな

どの複合文化施設ができて、やはりいろいろ

な国際的な催し物をやっています。そういう

ことは、これまでのアジアではまずみられな

かった。東アジアの「文化状況」は一変しまし

た。美術館もこの状況の中にあります。

総体的にみて、アジア諸国がかなり経済力

をつけてきて、今度は文化だという時代に

なって、いまやいいシアターやミュージアム

を作ることが、国家の一大文化事業として重

点的に取り組まれるようになった。それに、

現代アジアの美術マーケットも活況を呈して

きていますから、日本の美術界はアジアの中

での厳しい国際競争にもさらされているので

す。そのなかで、国立新美術館がアジアと世

界における美術の中心的な拠点のひとつに

なることは、この美術館に課された使命であ

り、大きな目標であると思います。（談）

館長就任のメッセージ
国立新美術館長　青木 保

青木 保（あおき たもつ）
東京生まれ。人間科学博士。大阪大学、東京大学、政策研究大
学院大学などで教授を務め、文化庁長官を経て、青山学院大学
大学院特任教授を務める。1965年以来、アジア各地と西欧で
フィールドワークに従事。紫綬褒章受賞（2000年）。近著に『「文
化力」の時代』（岩波書店 2011年）、『作家は移動する』（新書館 
2010年）。その他、『儀礼の象徴性』（サントリー学芸賞）、『「日本
文化論」の変容』（吉野作造賞）など著作多数。
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昨年 12 月末に、国立新美術館長の職を退

きました。これまでご支援、ご協力をいただ

いた皆様に、心より御礼申し上げます。退職

に当たって、運営上の重要事項として取り組

んできたことの要点を記録しておきたいと思

います。

国立新美術館は、誠に厳しい国の財政事情

の中にもかかわらず創設していただいたも

のです。それだけに、初代館長に任命され

た時から、国内外のできる限り多くの方々

に、この館ができて良かったとの思いを共感

してほしいと考えてきました。その意味で、

開館以来 5 年の間に大きなトラブルもなく、

千三百万人以上のお客様に展覧会を見ていた

だいたことは、本当に嬉しいことでした。

この館が創設されたのは、「首都東京に公

募展に必要な機能を備えた新しい美術館建設

を」という公募団体の皆さまの強い要望に応

えるためでした。それだけに、公募団体の利

用しやすい運営を心がけることは、館長の重

要な職務であると考えてきました。新しくて

広いスペースが利用できることなどから、公

募団体の方々におおむね喜んでいただいたと

思っております。しかし、5 年間の優先使用

期間が終了した後の使用団体の入れ替えにつ

いては、調整に苦慮しました。この経験を踏

まえて、次の入れ替えに向けた検討は早めに

進める必要があるでしょう。

マスメディア各社などと共催した数々の展

覧会は、多くの方々に楽しんでいただきまし

た。共催各社のご協力と、ご協賛いただいた

企業関係者などに深く感謝しております。日

本の美術愛好者の多さと鑑賞態度の熱心さ

は、外国の美術館関係者が驚くほどですが、

この国民性が日本にいながらにして世界の名

画を見ることができる原動力といっても過言

ではありません。このような美術愛好者の期

待に応えるためにも、マスメディア各社など

との連携協力関係の維持には、特に気を配っ

てきました。

美術の新しい動きを紹介することを目指し

て開催してきた自主企画展については、来場

者の数はそれほど多くはありませんが、重要

な活動のひとつとなっています。現存の作家

の支援のための力強い事業にもなっているだ

けに、アーティストの選定などを含めて、内

容の充実に努める重要な責務があると強調し

てきたところです。継続して開催してきた「ア

ーティスト・ファイル」のように、館の特色

ある展覧会として専門家からも評価する声が

聞かれるものも出来てきたことは、ありがた

いことでした。

情報資料関連の活動は、館の特色の一つと

して育ちつつあるように思います。国内で開

催された美術展の図録の収集は、8 万 3 千冊

を超えて国内最大級のコレクションになりま

した。また、ライブラリー利用者の数は、述

べ 31 万 5 千人に上りました。専門家のみな

らず、一般の美術愛好者にも利用しやすいこ

とを特色にしてきた成果だと思います。海外

の日本研究の拠点に、日本の美術展カタログ

を送付する JAC プログラムは、内外から高

く評価されています。国内の美術館から送付

用のカタログを寄贈してもらうことなどに力

を注ぎ、送付したカタログは約 1 万冊に上

りました。

教育普及活動の重要性を力説してきました

が、公募団体のご協力もあって、かなりの活

動が展開できたのではないかと思います。次

代の愛好者を育てるためにも、美術館が社会

に貢献する具体的な活動という観点からも、

力を注ぐ必要のある分野と考えていました。

小中学生の入場料無料化や高校生の無料観覧

日のことなどについて、まだ良く周知されて

いないのは心残りです。

六本木アート・トライアングルやアートナ

イトなど、近隣の美術館などとの連携協力に

ついても、努力してきたつもりです。国際交

流については、西欧のみならず、特にアジア

地域の美術館との交流も、今後の日本の美術

館の発展にとっては、欠かせないことだと考

えてきました。連携することには負担もあり

ますが、様々な発展の契機にもなる可能性が

あるものです。

来館者の視点にたって運営の改善に努める

ことも、特に力を入れたことの一つでした。

アンケートを集め、覆面調査を活用するなど

して、指摘を受けた問題点については、幹部

が共通理解を持ち、できる限り迅速な対応を

するように心掛けてきました。多くの方に利

用していただくだけに、国立美術館のショー・

ウインドーになるつもりで頑張ろうと言い続

けたものです。

在任中に最も大きな衝撃を受けた出来事

は、東日本大震災の発生でした。被災された

皆様には、心よりお見舞いを申し上げますと

ともに、一日も早い復興をお祈り申し上げま

す。美術館として、想定される危機に対する

マニュアルの整備を進め、訓練を重ねていく

ことの重要性を痛感したものでした。

行財政改革の動きの中で、人件費の削減や

収入ノルマの上昇など、厳しい状況が続いて

いるだけに、今後の独立行政法人制度の動向

が気がかりです。外国からも高い関心を集め

る巨大な美術館が、それにふさわしい高度な

活動を続けていくためには、必要な職員の確

保と、研究・研修活動の充実や、成果は報わ

れるというインセンティブの付与が不可欠で

す。国立新美術館では、創設以来、施設管理

や警備などを委託している会社の方々も含め

て、館内で働いているすべての人たちが、新

しいタイプの美術館として誇りを持てる職場

を作ろうと心を一つにして頑張ってくれまし

た。このような気概を、今後とも持続できる

ような制度の設計と運用の充実が図られるこ

とを願ってやみません。

初代館長としての任務を終えて
林田英樹

林田 英樹（はやしだ ひでき）
2006年7月より国立新美術館長を勤め、2011年12月末日に退任

「安齊重男の“私
パーソナル

・写
フォト

・録
アーカイブス

” 1970-2006」展会場にて、2007年（撮
影：安齊重男）　©ANZAÏ



「野田裕示  絵画のかたち／絵画の姿」展を

感慨深く見た。振り返れば、和歌山県立近代

美術館で私が担当して「野田裕示近作展  絵

画の原風景をもとめて」を開催したのが1995

年秋であったから、ちょうど81年からの30年

間を取り上げた、今回の展示構成の中間点に

あたるわけである。そのため、私にとっては

95年以前の野田作品には、やはりある特別な

思い入れがあるし、一方、96年以降の作品に

関しても、発表されるたびにギャラリーでほ

ぼ欠かさず見てきたという記憶がある。

しかし、当然のことながら、95年の近作展

自体は、野田にとっては一つの通過点であっ

たに過ぎない。野田は淡々とコンスタントに

作品を作り続ける作家であり、そうして出来

上がった順に番号を付すという作業を、もう

30年以上も続けている。

かねてより私は、この「WORK○○」という

タイトルこそ野田の創作態度だと感じてい

た。それは野田の画歴を顧みる時、何か劇的

な転機といったタイミングがあるのではな

く、時間に沿って自然に変化を遂げた、その

軌跡だけが、轍のように過去から繋がってい

るような印象を抱いてきたからである。

実は、私が野田と最初に会ったのは、さら

に遡る90年のことで、同じく和歌山県立近

代美術館で開催された「美術の現在・4つの試

み」展の調査のため、野田の故郷である御坊

市の自宅を訪ねた時であった。野田は当時、

既に東京で制作活動を行っていたが、初期の

作品の多くは自宅近くの倉庫に保管してあ

り、絵画というにはあまりにも重たい作品の

数々を、1点ずつ汗だくになりながら運び出

し見た記憶がある。

その時は、御坊市民文化会館のホールに設

置されていた大作《WORK179》（’83）も見に

行った。この幅8m近いモニュメンタルな作

品を見た時は、弱冠18歳で和歌山県展で県

知事賞を取ったこの画家の、非凡な力量とス

ケール感を目の当たりにした思いがした。

私は学生だった87年に、第18回現代日本美

術展企画部門での野田の展示も見ていたが、

恐らくその時は、それを絵画と認識できな

かったのではないだろうか。野田の作品を初

めてこの手に持った時も、堅くて頑丈な凹凸

のある表面に、むしろ彫刻作品に触れている

ような感覚であったことを思い出す。

さて、95年の時点で、野田の作品は、以前

よりもずっと平面的になったという印象を

もっていた。実際には、既に80年代後半に

は、角材でカンヴァスを盛り上げる手法はほ

とんどなくなっていたわけであるが、この時

は、それがさらに進み、凹凸はカンヴァスの

周縁部など、わずかな窪みとして確認される

だけの状態になっていたからである。

平坦な画面に、さまざまなイメージを自由

に描き出すようになったのもこの頃からで、

それはとても新鮮な試みに映った。というの

も、平面上に絵を描くという、普通の画家に

とってはごく当たり前の行為を、野田は長ら

くカンヴァスの物理的形状を変化させ、表面

に凹凸を作ることによって制約を与えてき

たからであり、初期の箱型から袋状の作品へ

と、その形状を大きく変えた80年代中盤以降

も、半立体になったカンヴァスの表面を相手

に、絵筆を動かしていくというスタンスは一

貫していたからである。

95年は、確かにそうしたいろいろな変化の痕

跡と兆候とが錯綜していたタイミングではあっ

たと思う。そのようなことを、恐らく当時も感

じており、それに関して野田本人はどのように

考えているのか、多くの疑問に答えを見出した

いという思いから、展覧会会期中の95年11月

11日、野田自身が語るアーティスト・トーク「絵

をつくること、絵を考えること」を実施した。

以下に、その時の野田の言葉を拾ってみよう。

◆絵画を始めた頃

野田が初めて油絵を描いたのは、日高高校

の美術部に入部してからであった。

「美術部に入ってみて驚いたのは、まず凄

く大きな絵を、先生もそうだったし、先輩

たちも描いていたんですよね。100号以上

の作品を高校生が描いていたっていうのが

ショックというか、ああ面白いなって思っ

たんです。さらに、もう既に抽象画を描い

ている人が何人かいたと記憶します。抽象

画っていうのは、ある程度絵画を極めた人

が次に描くもの、くらいの気持ちがあった

もので、それも驚いたっていうか、面白い

なって思いました。」

当時の美術部の環境、そして担当の美術教

師が抽象系の作家であったことが、その後の

野田の進路に大きな影響を与えた。高校生に

も大作を描かせ、県展にも積極的に応募させ

るというこの教師の指導方針の下、野田は高

校1年の時から毎年県展に応募し、入選と入

賞を繰り返す。

また高校三年生だった70年には、大阪万

博に参加した若い作家たちの、スケールの大

きな仕事に感動し、第10回日本国際美術展

で中原佑介が企画した「人間と物質」展を見

て、現代美術に興味を抱く。その後、多摩美

術大学絵画科を経て、77年志水楠男の南画

廊での初個展へと至るわけであるが、いろい

ろな幸運な巡り合わせと、それを的確に感知

し吸収していった、野田の才能を感じ取るこ

とができる。

◆シュナーベルのこと

大学卒業後、いくつかの展覧会に出品し、

画家として歩み始めた野田にとって、大きな

転機となったのが、80年夏から約7ヶ月間に

及ぶニューヨーク滞在であった。中でも印

象的な出来事として語られたのが、ジュリ

アン・シュナーベル（1951- ）にまつわるエピ

ソードである。

「アメリカでは、ピカソの展覧会とかコー

ネルの大きな展覧会とか、いろんな印象的

なものがあるのですが、一番印象に残っ野田裕示近作展の展示風景（1995年）

1995年の野田裕示
安來正博

野田裕示　絵画のかたち／絵画の姿　　2012年1月18日（水）―4月2日（月）



たというか、今でも覚えているのが、シュ

ナーベルという若い作家の作品に出会っ

たことですね。当時ニューヨークでは、

シュナーベルっていうのが名前だけ凄い

メジャーになってて、でも日本ではそんな

名前聞いたことないし、作品も紹介されて

いないし、一体どういう奴だって思ってた

んです。である時、レオ・キャステリ画廊

の倉庫へ連れて行ってもらったら、美術館

ほどもある大きな部屋で、そこにシュナー

ベルの大きな作品が、一つの部屋に4点掛

かってたんです。まだ発表前にそれを見る

機会があった。で、同じ人がこんなに違う

ものを描くのかな。きっとそれは時間的な

経過があって、間に2年ずつくらいの時間

があるんじゃないかって思って、聞くと、

もう同時なんです。同時に、しかも新作で

作った。それは凄くショックだったんです

よね。なぜかというと、今まで僕は、自分

では一点一点全部違うつもりで作ってたん

ですけれども、シュナーベルに比べると、

ほとんど全く同じ絵を何十枚も描いていた

んだなって。」

シュナーベルは、80年代のいわゆるニュー・

ペインティングを代表するスターとして、当

時圧倒的な人気を博したアーティストであっ

た。カンヴァス全面に割れた皿や鹿の角など

を貼り付け、その上から表現主義風の具象的

なイメージを重ねるように描く手法は、まさ

しく絵画の新時代を予感させる刺激的なもの

であった。帰国後間もなく、野田がそれまで

の平板な抽象絵画を一変させる、箱型作品を

作り始めたことを思う時、確かにこの時の体

験から、多くのことを感じ取ったとみるべき

だろう。

◆箱から袋へ

こうして81年頃から、野田は箱型作品を制

作し始めるが、85年になると、それが徐々に

袋状の作品へと変化していく。この形態が実

質現在まで続くわけであり、その意味で、箱

から袋へという移行期に、野田が何を思って

いたのかというところは興味深い。

「その頃ちょうど、カンヴァスを縫い合わ

せて袋にして、中に物を入れるということ

が面白かったんですよね。特にその袋の表

面が面白かった。何か入れたら、見えない

んだけれども中に何かが入っているとい

う、漠然とした形が見えるっていう。箱の

中の出会いの面白さから、布の表面の面白

さというのが芽生えたんです。これは似て

いるようで全然違うんですよ。箱の中とい

うのは、喩えるならば家でいう部屋の中な

んですよね。広い部屋の中に、絶妙に配置

された家具。そういう最高の状態の部屋の

中を作っていたみたいなところがあるわけ

ですが、袋の場合は外なんですよね。中は

見えないわけで、外を作っているわけで。

だから中にどういう人が住んでいるかわか

らないんだけれども、ああ、なんか幸せそ

うな家だなっていう、そういう観点。」

そもそも箱型の作品に取りかかるきっかけ

として、布としてのカンヴァスの状態に対す

る関心があった。

「僕は、カンヴァスのいろいろな形を箱に

入れるという作業から始めたわけですけ

れども、そうすると、箱の中に入れられた

カンヴァスとカンヴァスが、お互い相互作

用で面白い関係が出てくるっていうのがわ

かってきたんです。そういうふうにして、

いろいろな布の状態を探して、いろいろな

箱の状態を作りました。」

画家にとって、矩形の木枠にピンと張られ

たカンヴァスとは、初めから与えられている

ものであり、絵画とは、その白い平面上に何

を描くかという問題であろう。野田は、そう

した絵画の大前提自体に手を付け、それ以前

の状態としての布の表情に興味を抱いたので

ある。

◆絵の具について

野田の絵画の特徴は、その半立体的な形状

だけではない。カンヴァス表面の絵の具の層

が形成する堅牢なマチエールこそ、彼の絵画

の重厚な色彩と構図を完成させる要素とい

えるだろう。今回、展覧会場で上映されてい

た、野田の制作過程を記録した映像は、この

ような画面が実現するまでのプロセスを克明

に映し出していた。それはカンヴァス張りに

始まり、型紙作り、下地塗り、マチエール作

りと進み、塗りとサンダーかけを何回も繰り

返す、気の遠くなるような時間と労力をかけ

て、やっと1点の絵を完成させるというもの

で、野田は、画家というよりも、まるで左官

のような、あるいは表具師のような、職人の

姿として映し出されていた。

「箱にしろ袋にしろ、そのものだとまだ自

分の中では絵になっていないんですよ。

絵っていうのは、人間の意志とか手の跡と

か、行為の跡がないと絵になりきれない。

そこで僕の場合は、こねくり回して自分の

ものにしていくという道具として絵の具を

使ったんです。絵の具というのは、普通、

ある技術をもって、ものを描く道具である

と思われていると思うけれども、僕の場合

は塗る道具なんですよね。そういう材料を

手元へ引き寄せて、塗ったり、消したり、

剥いだり、また塗ったりという、その行為

の繰り返しで、結果自分のものになれば、

それが自分にとっていい絵だと思っている

んです。」

野田にとって絵を描くとは、決して比喩的

な意味ではなく、絵の具との格闘なのである。

野田の絵画の特異性は、他にもいろいろ

挙げられる。それらは全く孤高の試みという

に近く、彼のような作品の作り方は他に類例

を見ない。野田が敬愛した芸術家の一人に、

同じ和歌山ゆかりの彫刻家建畠覚造（1919-

2006）がいた。私もかつて何回か、二人の会話

の場に同席させていただく機会があったが、

そこでよく話題になったのが、作品の論理性

という問題であった。野田がトークの締め括

りに語ったのも、やはりそのことだった。

「絵を考えるっていうと、哲学的とか美学

的とかって思うかもしれませんけれども、

そんなこと全然なくて、ふとした疑問とか

考えを、目に見える形にして作っていく。

でも、そこに全く論理的なものがなけれ

ば、なかなか展開したり変化したりってい

うのは出来ないんです。だから50パーセン

トの論理性と50パーセントの感性だとい

つも思っています。」

このアーティスト・トークから、既に17年

近い歳月が経つわけであるが、あの時、野田

自身が語った内容は、そのまま現在の野田の

作品を語る言葉として通用するだろう。そ

うした中で作品は変化し続け、さらに、当時

900番台だった作品番号は、今や1700番台に

まで到達したのだった。

（やすぎ まさひろ　国立国際美術館主任研究員）

自作について語る野田（1995年）



私たちの身の回りには、様々な情報があふ

れています。疑問に感じたことについて、すぐ

に答えが欲しければ、インターネットで検索

をするだけで、簡単に何か手がかりを得るこ

とが出来ます。けれど、インターネット検索で

は、検索ワード以外の情報を逃してしまう可

能性があります。また膨大な情報の質は様々

で、サーチエンジンでは検索することが出来

ないページ（専門データベースのコンテンツ）

も存在しています。どんなに情報化社会が進

んでも、インターネット検索だけではたどり

着けない情報があります。図書館員の一人と

して、そこを埋める手段の一つに、図書館を活

用することをおすすめしたいと思います。

国立新美術館アートライブラリーでは、所

蔵資料を閲覧したり、専門データベースで論

文や記事を検索・閲覧したり、レファレンス

サービスを受けることが出来ます。資料は主

題によって分類され、請求記号が与えられ、

書架に並んでいます。つまり、似たような内

容の資料は同じか近い請求記号が付けられて

本棚の近くに並ぶようになっているので、気

になる1冊を見つけたときは、その周辺にも

求めている資料が隠れていることがありま

す。図書館の良いところは、このように背表

紙を眺めながら資料を探したり、また目に留

まった資料を手にとってぱらぱらとページ

をめくり、さらにその中に気になる部分を見

つけていくことが出来るところではないで

しょうか。直接資料で調べることはインター

ネット検索だけでは見つからなかったすきま

を埋めることができる、面白い、そして楽し

い作業とも言えるでしょう。美術について、

ちょっとした疑問を持ったとき、情報収集を

したいとき、国立新美術館アートライブラ

リーを訪れてみませんか。もしかしたら、思

わぬ情報に出会える偶然が待っているかもし

れません。

アートライブラリーでは、利用に関するご

案内、レファレンスサービス、資料の出納、

資料の複写（セルフサービスのコピー機を設

置しています）について様々なサービスを行

なっています。日によってその忙しさは異な

り、利用者が多い日は、いろいろな質問に答

えているうち、あっという間に一日が終わっ

てしまうこともあります。一方で、落ち着い

た日もあります。そんな日は資料を閲覧・利

用しやすい環境へ整える仕事を行ないます。

書架の整頓や、資料の補修など、所蔵資料に

関する業務を担当しています。

今回は、そうしたアートライブラリーのサー

ビスの中から、レファレンスサービスについ

てご紹介します。レファレンスサービスとは、

利用者の調べもののお手伝いをするサービス

です。例えば、ある絵についてどの資料に載っ

ているか知りたい、絵を描くために参考にな

る資料を見たい、論文を書くための文献を読

みたい、参考資料の使い方を知りたい、デー

タベースを使ってみたい、OPAC検索の仕方

がわからない、国立新美術館アートライブラ

リーで所蔵していない資料を閲覧したいなど、

お困りの際は、どうぞお気軽にカウンターへ

お尋ねください。資料の所在確認という小さ

な疑問から、絵や作家についての情報収集、調

査・研究のための資料探しといった質問に対

して、所蔵資料やデータベースなどのアート

ライブラリーで利用可能な資料を使って、調

査のお手伝いをいたします。

ここで、質問の仕方についてのポイントを

いくつかご案内しましょう。まずは、なるべ

く具体的に聞くこと、つまり作家名や作品タ

イトルといった調べたい事柄の手がかりにな

りそうなキーワードを提示することです。明

確でない場合でも、いくつか参考になる言葉

をお伝えいただけると、それらを出発点に利

用者と共に求める資料イメージの地図を描

き、答えを導けます。併せて、どの程度の情

報収集を希望しているのかをお伝えいただけ

ると、さらに資料を探しやすくなります。全

集、参考図書のご案内という第一段階の回答

で足りるのか、「概要をこのくらいは調べた

からもっと別の資料が欲しい」といったもう

一歩踏み込んだ回答を求めているのか、ご希

望をしっかりと伝えていただけると、より適

切で迅速な回答へと繋がります。

このように難易度に応じた情報が得られ

ることは、図書館の長所の一つです。図書館

員に質問をするとき、「小学生向きでも良い

ので、やさしい解説を読みたい」などと難易

度もお伝えいただけると参考になります。ま

た、かなり調査を行なったうえでそれ以上の

資料を必要とされているときには、他の視

点からの資料を提案できないか考えていき

ます。自分のイメージを上手に図書館員に伝

えることで、より的確な資料へたどり着くこ

とが出来るはずです。また、アートライブラ

リーでは、過去に受けたレファレンスを日々

記録し、新たに質問を受けたとき、前回の結

果を参考に更に良い回答をお伝えできるよう

努めています。

図書館は、情報の宝庫です。国立新美術館

では、展覧会を観ることだけではなく、アー

トライブラリーでも美術に触れることが出来

ます。どうぞ一度足を運んでみてください。

窪内美緒（くぼうち みお　研究補佐員）

書架のあいだから　アートライブラリーの活用 2 —インターネット検索にはない良さを—

展覧会カタログの書架

美術参考図書コーナー



表現したり。同じ展覧会を見ても、人によって受ける印象は異なりま

す。参加者は、展覧会を見たときの気持ちや感想を思い思いの色や形

で表現しました。

「デザインとは、かたちの無いものや言葉では言い表せないものを

色や形にするコミュニケーションの手段」と佐藤さん。「自分の感じた

ことを自分らしく自由に表現することが大切です」というメッセージ

が心に残るワークショップとなりました。

井上絵美子（いのうえ えみこ　研究補佐員）

国立新美術館開館5周年を記念し、5周年のロゴ

マークをデザインした佐藤可士和さんを講師に迎

えてワークショップを開催しました。

まずは、佐藤さんのレクチャーから。印象派の

画家モネの「睡蓮」は、睡蓮をそのままそっくりに

描くのではなく、モネが目にした睡蓮の印象を作

品にしている、と佐藤さん。佐藤さんがデザイン

した今治タオルのロゴマークも、今治の美しい海と太陽の印象を表現

したものです。今回のワークショップでは、開催中の「野田裕示　絵画

のかたち／絵画の姿」展を鑑賞し、その印象を色や形で表現すること

に挑戦しました。

大きなカンヴァスに描かれた展示作品を見て、「この絵、勢いを感じ

る」「なんだか楽しい感じがするね」と、様々な感想を持った子供たち。

佐藤さんから、それぞれが抱いた印象を自由に描くようアドバイスさ

れ、白いスケッチブックに絵具やペンなど好きな描画材料を使って描

き始めます。絵具で塗った上からクレヨンを重ねて、絵の力強い印象

を表現したり、薄い色の水彩絵具で展覧会の不思議で楽しい雰囲気を

国立新美術館では、参加し、体験し、発見し、そして新たな視点で

アートに触れることを目的に、ワークショップを開催しています。こ

のたび開館5周年を機に、2007年3月から2011年2月までに開催された

29回のワークショップを記録した「やってみよう、アート―国立新美

術館ワークショップ記録集」を作成しました。

ワークショップの講師を務めるのは美術家やファッション・デザイ

ナー、プロダクト・デザイナーなど、さまざまな分野で活躍するアー

ティストたち。アーティストと直接触れ合うことで、参加者にアート

の新たな魅力を発見してもらうことを目指しています。

各ワークショップの詳しい内容に加え、活動の様子を撮影した写真

や参加者の感想等も掲載した記録集。各関係機関にお送りしたほか、

当館のライブラリーでもご覧いただけます。

アーティスト･ワークショップ

デザインって何だろう？
～展覧会の印象を色や形にしてみよう！～

講師：佐藤可士和

　　 （アートディレクター／クリエイティブディレクター）

2012年1月22日（土）14:00-17:00

国立新美術館　別館3階多目的ルーム他

「やってみよう、アート―国立新美術館ワークショップ記録集」ができました！

教育普及事業　レポート

佐藤可士和氏

『やってみよう、アート―国立新美術館ワークショップ記録集』
企画・編集：学芸課教育普及室  発行日：2011年12月16日



独立展は2012年秋に「80回展」を迎えます。

現在（2012年1月）、会員145名、準会員78

名、公募者754名（2,078点）、うち入選者628

名 で す。2011年10月12日 －10月24日 ま で

の2週間、六本木の新国立新美術館にて第79

回展が行われたばかりです。美術館入場者

数は、24,744人。

独立は今も、公募団体のトップランナー

だと自負しています。

独立展は「1930 年協会展」が母体となっ

て成長してきました。

当時の美術状況は、ヨーロッパからの油

彩画の移植も済ませ、「主張する思想」の段

階へと移行しています。

若い画家たちは、西洋への留学経験や本

などでの情報を入手し、新しい主張に影響

を受け、吸収し、共感し、実験的絵画を制作

し始めていました。

「フォーヴィズム」を母体とし、「キュビズ

ム」、「シュールリアリズム」などへの強い傾

倒があります。

欧米などと大体同じ時期に動き始めてい

ます。

後に「アブストラクトアート」などへの挑

戦もあります。

これらの思潮は、当時の日本の美術を席

巻しています。

「写実派」や「印象派」に代表される、「網膜

への喜び」に満足できなくて、「脳膜への働

きかけ」「思考する絵画」を追求しています。

「独立展を鑑賞する」と「頭が疲れる」とい

われる原因はここにあると思います。

そして、「日本絵画の新しい創造」がそこ

にしっかりと根付き、「源流」となっていき

ました。

1930年1月に東京府美術館にて第一回展

が行われました。

創立メンバーは次の通りです。

清水登之（43歳）、鈴木保徳（39歳）、川口

軌外（38歳）、小島善太郎（38歳）、児島善三

郎（37歳）、中山巍（37歳）、鈴木亜夫（36歳）、

里見勝蔵（35歳）、高畠達四郎（35歳）、林重

義（34歳）、伊藤廉（32歳）、林武（32歳）、福

沢一郎（32歳）、三岸好太郎（28歳）の14名が

創立会員です。

いかにも若い溌溂としたメンバーです。

（平均年齢35歳）

初期段階で野口弥太郎、須田國太郎、小林

和作、海老原喜之助、鳥海青児らが会員とし

て迎えられています。

第一回展は3,058点、第二回展4,853点、

第三回展では5,000点を超える搬入点数が

あったと記録されています。

他の団体を超える「熱狂的な支持」を得て

いることになります。

ある人は、「独立」が俳句の「季語」になっ

た時期だといっていました。

いろいろな主張が混ざり合い、論争しあ

い、分裂もし、現在の姿になっています。

現在、代表的な作家としては、松樹路人、

桜井寛、林敬二、奥谷博、今井信吾、齋藤研、

馬越陽子、福島瑞穂、白野文敏、絹谷幸二、

大津英敏、本田希枝など輝いている人達が

います。

独立は若い作家、美大生への呼びかけ、つ

ぎの世代への継承を考えて動いています。

若い人たちにも魅力のある公募団体づく

りをやろうとしています。

ギャラリートーク（批評家・学芸員・会員）、

ギャラリーコンサートは好評です。

また、独立の有志による「真鶴岩小学校廃校

の校舎利用」を、地元も含め活動しています。

アトリエとしての使用、作品収納、地元と

の文化交流、講習会などをやっています。

これは「夢の独立美術館設立」の第一歩と

思って、希望を育んでいます。

加えて、「3・11への支援」を考え続けてい

ます。

ひとまず、「出品者の中の被災者への救

援」をし、「赤十字社への寄付」をさせて頂き

ました。

今は「80回記念」の記念誌づくり、独立の

位置づけ、歴史の記録、イベント、展覧会な

どを企画中です。

第79回展の地方巡回は、2011年中に「大

阪市立美術館」（2011年11月15日－20日）、

「京都市美術館」（2011年11月26日－12月4

日）、本年の予定は「愛知県美術館」（2012年

3月27日－4月1日）、「鹿児島県歴史資料セ

ンター黎明館」（2012年4月28日－5月6日）、

「福岡市美術館」（2012年5月15日－20日）、

「2012独立春季新人選抜展」（2012年4月1日

－6日）（東京都美術館）、「第3回輝け－独立

美術」（5月中旬）（日本橋三越本店）。

「絵画は終わった」と云う人がいたが、や

はり終わらない。「絵画」は「人間にとって永

遠の謎であるし、魅力」です。

「日本と絵画」のことを考えながら、独立

は一歩一歩、「前進」し、「日本」と共に、「源

流」となって歩んで行くことでしょう。

（独立美術協会　事務局）
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